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違法薬物犯罪の捜査現場での使用を目的としたコカインの簡易検査試薬の開発
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研究成果の概要：　従来のコカインの簡易検査法であるスコット試験では、コカインとα-PVP等に代表される一
部のカチノン系薬物の識別が困難であったが、本研究により開発した試験法で、その識別が可能となった。
　本試験法は、既存の呈色試薬による呈色を確認後、添加剤を加え攪拌し、色の変化を観察するという手法であ
る。また、既存の別の呈色試験を併用することで、より強固にコカインの誤判定を防ぐことができ、新しいコカ
インの簡易検査法として応用可能であると考えられる。

研究分野：化学、有機化学、分析化学

キーワード： コカイン　カチノン　呈色

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在、覚醒剤や大麻は、簡易検査試薬を用いることで、迅速な取り締まりが可能となっている。一方、コカイ
ンについては、現在は簡易検査による取り締まりは行われていない。その大きな要因の一つが、コカインの簡易
検査法であるスコット試験では、α-PVP等のその他の薬物にも一部陽性反応を示してしまうためである。
　本研究成果を応用することで、この問題を解決し、将来コカイン所持者の迅速な取り締まりを行うことができ
ると期待される。
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１．研究の目的 
現在、覚醒剤や大麻は、簡易検査試薬を用いることで、迅速な取り締まりが可能となっている。

一方、コカインについては、現在は簡易検査による取り締まりは行われていない。その大きな要

因の一つが、コカインの簡易検査法であるスコット試験では、α-PVP等のその他の薬物にも一部

陽性反応を示してしまうためである。 

この問題を解決に向け、コカインとα-PVP等に代表される一部のカチノン系薬物の識別が可能

となる新試験法の開発を目指して本研究を行った。 

 
２．研究成果 
(1) 開発した新試験法 
薬物 0.5～1 mg をガラス製試験管にとり、チオシアン酸コバルト試液を 20 μL滴下する。
続いて、ジクロロメタン 1 mL 及び添加剤を 3～5 mg 加え、撹拌しながら色の変化を観察す
る。 
(2) 開発した新試験法の適用範囲 
コカインの場合は色の変化が起こらないのに対し、多くのピロリジン型カチノン類及びケ
タミンでは色の変化が起こり、コカインと明確な識別が可能であった。一方、一部トリプタ
ミン類及びリドカインに対しては、適用できなかった。 

表１ 添加剤により色が変化するかどうか 

 薬物名 結果 

α-PVP HCl ○ 

4-Me-α-PVP HCl ○ 

α-PBP HCl ○ 

α-PHP HCl ○ 

α-PHPP HCl ○ 

α-PVT HCl ○ 

Ketamine HCl ○ 

5-MeO-DIPT HCl △ 

5-MeO-DMT × 

5-MeO-MIPT △ 

5-MeO-EPT HCl × 

Amitriptyline HCl ○ 

Chlorpromazine HCl ○ 

Dibcaine HCl ○ 

Diphenhydramine HCl ○ 

Promethazine HCl ○ 

Lidocaine × 
 

(3) 他の呈色試験の併用 
開発した試験法でコカインと識別不能であった薬物に対し、リーベルマン試薬またはマン
デリン試薬を用いたところ、いずれも茶色系の呈色を示した。一方、コカインの場合は淡黄
色を示し、明確な識別が可能であった。よって、開発した試験法とリーベルマン試薬または
マンデリン試薬を併用することで、検討した全ての薬物がコカインと識別できることが明ら
かとなった。 
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